
平成２５年５月８日、本市中学３年女子生徒が自ら命を絶つという、

非常に痛ましい出来事がありました。そして、その後の調査委員会で、

自死の背景にはいじめがあったことが報告されました。

いじめは許されるものではありません。いじめは命にかかわる重大な

問題でもあるのです。しかし、いじめはどの学校にも、どのクラスにも

どの子どもにも起こりうるものであり、すべての子ども達が、いじめの

ことを自分自身のこととして考えることが大切であると考えています。

そのため、本市全園・小中学校では平成２６年度から５月８日を「命

の大切さについて考える日」と設定して、すべての子どもたちが、いじ

めを許さず、自分や他人の命の大切さを真剣に考える取組を全市的に行

っています。

本年度は５月８日が土曜日ということで、１０日の月曜日を中心に様々な取組が

行われました。集会や放送などで「学校全体でいじめを許さない風土づくりを進め、

みんなが安心して過ごせる学校にする」ことを訴える講話や詩の朗読、掲示物の展

示、いじめ防止に向けた道徳の授業を行うなど、児童生徒の発達段階や各学校の実

態に応じた様々な取組が展開されました。また、児童会・生徒会の活動として、「い

じめ防止に向けた宣言や呼びかけ」、一人一人がいじめ撲滅宣言を考えるなどの、児

童生徒の主体的な活動につなげた取組も行われました。

取組１ 園長・学校長などによる講話

３密を避けるため、機器を用いた放送などで講話

を行った学校もあります。

「誰にも言えない」「迷惑や心配をかけてはい

けない」とたった一人で悩んでいませんか。私

たちはあなたの話をしっかり聞きます。そして

必ずあなたを守ります。

周りにつらい思いをしている人はいませんか、

勇気を出して声をかけてください。話を聞いてあ

げてください。そして先生や周りの大人に相談し

てください。

いじめにあった人は悩み・苦しみ、場合によっては命を失

うことさえもあるのです。いじめは絶対に許しません。命が

輝いて笑顔で過ごせる学校をみんなの力でつくっていこう。



取組２ 「特別の教科 道徳」の授業

「いじめは絶対にいけない」と詩を朗読する取組（写真左）や、お互いにやさしく接することを演じて

伝える寸劇（写真右）など、教職員による工夫した取組も行われました。

学校や児童生徒の実態等を踏まえ、いじめ問題や命の尊さについて課題意識をもって考えを深

められるような教材を用い、人間としてよりよく生きる喜びや勇気を与えられるよう工夫した道徳科の

授業が行われました。



取組３ 児童会や生徒会の主催で

命を大切にする日 メッセージ 生徒会執行部

みなさんは，サッカー日本代表の鈴木武蔵選手を知っていますか？ベルギーリーグ 1 部のベール

スホットで背番号 10 を背負うストライカーで，森保ジャパンで出場機会を増やしている選手です。ジャ

マイカ人のお父さんと日本人のお母さんの間に生まれ，幼少期から日本で育ってきました。日本人と

して，サッカー日本代表に入り誇り高くピッチに立つことを夢見て人並ならぬ努力を重ね，森保監督の

もと日本代表に呼ばれ国際試合でゴールもあげてきました。そんなある日・・・，僕を差別する発言が

SNS に上げられた。

～ 中 略 ～

SNS による誹謗中傷が人の命を奪う事件は，みなさんもまだ記憶に新しいと思います。私たちから

発信される言葉は，それほど恐ろしい凶器にもなってしまいます。その人の思いや，努力を感じ取るこ

とをせず，勝手な自分の思いつきや感情で攻撃することは，どれほど残酷で身勝手なことなのか，私

たちは自分が発信する言葉をチェックする必要があると思います。

そして，周りの人を大切にし，元気が出たり明るい気持ちになれたりする言葉をより多く発信できる人

を目指していきましょう。

あなたのまわりにいませんか？

やさしい穏やかな顔つきで，愛情あふれる言葉を話す人

こういうことを

和 顔 愛 語 というそうです

ありがとうございます 助かったよ すごいなあ がんばろうよ

そんな言葉がとびかう 七尾中にしていきましょう

一人でいる人を見かけたら必ず声をかけます

仲間はずれをしません。悪口や陰口も言いません。

津田小学校が明るくなるようにいじめは絶対しません。

いじめをしている人がいたら必ず注意します。

児童委員会「いじめ防止宣言」

児童運営委員会「いじめ防止アピール」

委員会代表児童や生徒会執行部生徒が中心となって

考えた、「いじめ防止宣言」や「いじめ防止アピール・メッ

セージ」などを発信しました。

これを受けて各学級の「宣言」や「行動目標」、各自の

「決意」などにつなげる取組も行われています。

感情を込めた読み方

ができるように練習を

重ねて本番の放送に

臨みました。



取組４ 校内掲示の工夫

児童会・生徒会で取り組んだ「行動宣言」①、各学級で考えたや「学級スローガン」②や「生活目標」③な

ど児童生徒による作品が校内に掲示されています。

また、「命の大切さについて考える」参考図書を紹介するコーナー④⑤を設置した学校もあります。

⑥「命の木」の取組は、学んだことをその都度振り返り、気づきや思い、願いなどを葉に例えたカードに

記して貼り付けていくものです。この度は、生徒一人一人が「いじめ撲滅宣言」を記して貼り付けました。来

年の３月には生徒の温かい願いのこもった葉でいっぱいの「命の木」となります。

こうした取組は多くの学校で行われています。

①

③

②

④

⑤

⑥



児童・生徒の感想から

「命の大切さを考える日」の取組

は、これで終わりということではありま

せん。これからの学校生活、日常的な

教育活動につなげてまいります。

学校通信等において、保護者の皆

さまや地域の皆さまにも広く発信して

いきます。ご理解・ご協力をお願い申

し上げます。

自分のいのちも友だちのいのちも地いきの人の

いのちも大切にしようと思いました。いじめにつ

ながることやかなしい思いをすることは、ぜった

いしないようにしたいです。これからは、いじめ

ている人やいじめられている人を見たら、お家の

人や先生にそうだんをしたいです。いじめのない

学校にしたいです。

仲間はずれや、からかったり、悪口を言

った人は覚えていないけど、やられた人は

一生心に残るということを校長先生が話

されていました。僕は、知らず知らずのう

ちに嫌な思いをさせているかもしれない

ので、言葉づかいに気をつけます。

なかまはずれにしたり、ギザギザ言葉

をいうと、あいてもきずつくし、自分も

その後こうかいしてしまうことがわかり

ました。

今生きているという奇跡を大切にして、

周りの人も同じだということを忘れずに生

活していきたい。

いじめをする人も見ていて注意できなかった人も「みんな加

害者」になることを知り、だれかがいじめられていたら、大人に

相談しようと思いました。廿日市市にしかない「命の大切さにつ

いて考える日」をこれからも大切にしていきたいです。

相手の気持ちを考えて発言したり行動したりできないから，いじめや差別が起こってしまうん

だと思った。発言する前に，しっかり考えることができたら，執行部が書いてくれていたよう

に，やさしく穏やかな言葉を話せる人が増えるんじゃないかと思う。

今まではいじられている人が笑顔だったり、楽しそうだった

らいいと思っていたが、今回の道徳で楽しそうにしていても本

当はいやだと思っていることもあると分かった。気づいたら、助

けたり注意したり、これからの生活で生かしていきたい。

いじめの中には、犯罪

になるものがあることが

わかりました。「この人

は自分とは合わないな」

と思う時でも、相手のよ

いところを探したり、話

をして共通点を見つけた

りすることが大切だと思

います。

いじめをされている人の気持ちを考える。行動す

ることにも勇気が必要だが、いじめられている人の

方がその時間とてもつらいはずだ。だから見て見ぬ

ふりをせず、自分にできることをする。


